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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構成する各単フィラメントの長手方向に中空断面部と非中空断面部とを交互に有し、か
つ各単フィラメント間で長手方向に中空断面部と非中空断面部の位相が異なっているポリ
エステルマルチフィラメント捲縮加工糸を経糸および／または緯糸に用いてなるゆかた地
に適した織物を使用してなるゆかた。
【請求項２】
　前記織物に地糸を２～６本引揃えて経畝あるいは緯畝が形成されている請求項１記載の
ゆかた。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ナチュラルな表面感とスパンライクな触感、清涼感を有するゆかた地に適した
織物に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ゆかた地としては、綿織物が主として用いられてきたが、取扱いが容易な合成繊維
マルチフィラメント糸を用いたゆかた地を作ることが種々試みられてきた。例えば、ポリ
エステルマルチフィラメント加工糸を用いたウォッシュアンドウエア性、軽量性，強靱性
をもつゆかた地が知られている。しかしこれらはいずれも、合成繊維特有のぬめり感があ
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って、清涼感に乏しく、ただ単にウォッシュアンドウエア性があるだけであって、着心地
は綿織物によりゆかた地に比べて悪いものであった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、このような現状に鑑みて行われたもので、合成繊維マルチフィラメント糸のも
つウォッシュアンドウエア性、軽量性、強靱性をもちながら、スパンライクな触感、清涼
感を有し、見た目にもナチュラルな表面感を有したゆかた地を提供することを課題とする
ものである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記の課題を解決するものであり、構成する各単フィラメントの長手方向に
中空断面部と非中空断面部とを交互に有し、かつ各単フィラメント間で長手方向に中空断
面部と非中空断面部の位相が異なっているポリエステルマルチフィラメント捲縮加工糸を
経糸および／または緯糸に用いてなるゆかた地に適した織物を使用してなるゆかた及び前
記織物に地糸を２～６本引揃えて経畝あるいは緯畝が形成されている上記ゆかたを要旨と
するものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を詳細に説明する。
本発明の織物は、構成する各単フィラメントの長手方向に中空断面部と非中空断面部とを
交互に有し、かつ各単フィラメント間で長手方向に中空断面部と非中空断面部の位相が異
なっているポリエステルマルチフィラメント捲縮加工糸が経糸または緯糸あるいは経糸と
緯糸の両方に用いられている。
【０００６】
本発明の織物に用いられているポリエステルマルチフィラメント捲縮加工糸は、構成する
各単フィラメントの長手方向に中空断面部と非中空断面部とを交互に有している。この中
空断面部は、単フィラメントの横断面における中空部を意味していて、中空部の形状は、
丸形であってもよいが、通常丸が潰された状態の不特定形状となっていて、単フィラメン
トの長手方向において変化している。一方非中空断面部は、単フィラメントの横断面にお
いて実質的に中空部が存在しない部分である。またこの加工糸の各単フィラメントの長手
方向の中空断面部と非中空断面部は、位相が異なる状態で存在する。すなわちこの加工糸
の横断面は、図１に示すように中空断面のフィラメントと非中空断面のフィラメントが混
在している。
【０００７】
このようなポリエステルマルチフィラメント捲縮加工糸は、通常の高速紡糸法で得られる
中空断面を有するポリエステル高配向未延伸糸を用いて特定の条件で延伸同時仮撚加工を
行うことやこの中空断面を有するポリエステル高配向未延伸糸を弛緩熱処理→冷延伸→仮
撚加工の一連の工程で処理することによって得ることが出来る。中空断面を有するポリエ
ステル高配向未延伸糸を用いて通常の条件で仮撚加工を行うと、供給糸の有していた中空
断面が完全に潰れた加工糸となってしまうので、通常の条件より延伸倍率と仮撚数を低く
設定して仮撚加工すれば、加撚状態で糸条の外側に位置するフィラメントと内側に位置す
るフィラメントで受ける応力が異なり、外側のフィラメントは中空部が潰されて消滅し、
内側になる程受ける応力が小さく変形度が小さく中空部が残る。一方糸条は連続して走行
しているので同一単フィラメントは糸条の外側に位置したり、内側に位置したりしながら
施撚されるので、各単フィラメントには長手方向に中空断面部と非中空断面部とが形成さ
れ、かつ単フィラメント間でその位相が異なったものとなる。
【０００８】
このような加工方法によって得られた加工糸は、各単フィラメントに長手方向に中空断面
部と非中空断面部とが形成され、かつ単フィラメント間でその位相が異なったものとなる
と共に、中空部の形状、フィラメントの外形共に単フィラメントに長手方向で変化し、特
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にフィラメントの外形は、供給糸の外形が丸形であっても中空部が変形することにより偏
平形状になってくる。これらのことは織物において、スパンライクな触感、清涼感を有し
、見た目にもナチュラルな表面感を呈するのにより大きく寄与するものとなる。また、こ
の加工糸の単フィラメントの長手方向の見掛けの太さも微妙に変化したものとなる。この
ことは、織物のスパンライクな触感、清涼感、ナチュラルな表面感をより向上するものと
なる。本発明のゆかた地に適した織物は、上記のポリエステルフィラメント捲縮加工糸を
経糸と緯糸の両方あるいは経糸または緯糸のいずれか一方に用いてなるものであり、その
組織はいずれでもよいが、地組織として平組織を用い、その中に経畝あるいは緯畝を形成
する組織とし、織物に経縞柄あるいは緯縞柄を形成したものが好ましい。また畝組織は地
糸を２～６本引揃えて形成させ、畝組織を形成させるのは、上記の捲縮加工糸によるのが
好ましい。この畝組織は、規則的な間隔で設けても不規則な間隔で設けてもよく、畝を形
成する糸条の引揃え本数も規則的としてもよいし、不規則的に配置してもよい。畝組織を
形成するための引揃え本数を６本を越える本数とすると、ゆかたとして着用時等にスナッ
ギングの発生等の問題が発生しやすくなる。
本発明において、他の糸条と交織する場合においても上記の捲縮加工糸の使用割合が５０
％を下回らないようにする。上記の捲縮加工糸の使用割合が５０％未満となると、本発明
の特徴が損なわれ好ましくない。
【０００９】
【実施例】
以下、実施例により本発明を具体的に説明する。
実施例１
紡糸速度３３００ｍ／分で引取った中空率２０％の丸断面のポリエステル高配向未延伸糸
１５０ｄ／４８ｆを弛緩熱処理－冷延伸－仮撚の一連の加工工程にて、弛緩条件として、
弛緩率１００％、熱処理温度１８０℃、冷延伸条件として、延伸倍率２．０倍、仮撚条件
として、仮撚数Ｚ２０００ｔ／ｍ、仮撚温度１８０℃、延伸倍率１．１５、糸速１２０ｍ
／分に設定して加工し、各単フィラメントの長手方向に中空断面部と非中空断面部とを交
互に有し、かつ各単フィラメント間で長手方向に中空断面部と非中空断面部の位相が異な
っているポリエステルマルチフィラメント捲縮加工糸を得た。この加工糸にＳ２５０ｔ／
ｍの追撚を施し、糊付して経糸とし、緯糸には追撚糸をそのまま使用して、地組織を平組
織とし、経畝部の引揃え本数を３本とし、経畝部を１吋に５本の割合で均一に配置して製
織し、精練、リラックス－プレセット－アルカリ処理－染色－ファイナルセットの各工程
を経て本発明のゆかた地に適した織物を得た。得られた織物をゆかたに縫製したところ、
ポリエステルからなる織物でありながら、ぬめり感、重み感がなく軽くて、ナチュラルな
表面感、スパンライクな触感、清涼感を有し、ゆかたとして好適なものであった。
【００１０】
【発明の効果】
本発明は、軽くて、ナチュラルな表面感、スパンライクな触感、清涼感を有するゆかたを
提供することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に用いられる捲縮加工糸の横断面のモデル図である。
【符号の説明】
１　中空断面フィラメント
２　非中空断面フィラメント
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